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地域のリーダー 平成27・28年度

①
気
に
な
って
い
る
所
を
前
進
さ
せ
た
い
。
災
害

時
安
否
確
認
カ
ー
ド
の
作
成
・
運
用
を
図
り

た
い
。
同
好
会
等
を
増
や
し
趣
味
で
集
ま
れ

る
機
会
を
多
く
作
り
た
い
。

②
新
旧
混
じ
っ
た
家
庭
と
多
く
の
企
業
・
商
店

が
あ
る
住
み
や
す
い
地
域
で
す
。
自
治
会
員

及
び
特
別
会
員
の
理
解
と
支
援
を
い
た
だ
き
、

活
気
溢
れ
た
自
治
会
で
す
。

永田　英男さん

宮

台

２５７世帯

①「
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
何
か
し
よ
う
」
と

考
え
、
行
動
す
る
。
そ
ん
な
人
の
集
ま
り
に

し
た
い
。
み
な
み
地
区
の
新
自
治
会
立
上
げ

も
支
援
し
ま
す
。

②
自
治
会
が
支
え
て
子
ど
も
会
を
中
心
に
運
用

す
る
立
派
な
神
輿
と
山
車
を
持
って
い
ま
す
。

世
代
間
交
流
や
隣
近
所
が
助
け
合
う
こ
の
伝

統
的
行
事
を
大
事
に
継
続
し
て
い
き
た
い
。

永田　郁夫さん

牛

島

３２９世帯

①
町
制
施
行
60
周
年
の
町
・
自
治
会
の
行
事
に

は
一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
。
災
難
時
に
隣
近
所
の
共
助
で
安
全
安
心

な
地
域
を
作
り
た
い
。

②
酒
匂
川
か
ら
の
富
士
と
吉
田
神
社
で
の
夏
ま

つ
り
、
子
ど
も
み
こ
し
、
防
災
訓
練
、
ど
ん

ど
焼
等
の
楽
し
い
自
治
会
活
動
が
で
き
る
こ

と
で
す
。

下澤　光三さん

上

島

４55世帯

①
共
助
、
共
生
を
基
本
に
、
隣
近
所
で
互
い
に

助
け
合
い
支
え
合
い
、
互
い
に
尊
重
し
認
め

合
い
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
、
心
豊
か
な
自

治
会
を
目
指
し
た
い
。

②
開
成
町
の
松
田
方
面
か
ら
の
玄
関
口
に
あ
た

り
、
酒
匂
川
沿
い
に
位
置
し
、
近
く
に
は
水

辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
あ
り
ま
す
。
連
日
大
勢

の
人
が
楽
し
ん
で
お
り
、
私
た
ち
も
心
癒
さ

れ
ま
す
。

冨田　忠文さん

河
原
町

１７4世帯

①
自
治
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
の
中

に
あ
って
、
町
・
関
係
団
体
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
き
め
細
や
か
な
諸
活
動
を
推
進
し
、

明
る
く
心
豊
か
な
自
治
会
作
り
を
目
指
し
て

努
力
し
た
い
。

②
パ
レ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
は
、
お
年
寄
り
に
優
し
く
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
来
る
、

穏
や
か
で
豊
か
な
自
然
環
境
の
下
、
爽
や
か

な
挨
拶
が
行
き
交
って
い
ま
す
。

鉾﨑　崇行さん
４１4世帯

①
開
成
駅
が
開
業
し
て
30
年
、全
世
帯
数
も
１

２
０
０
を
超
え
、あ
ら
ゆ
る
イ
ベン
ト
を
通
じ
、

強
い
絆
と
相
互
信
頼
を
築
き
、高
齢
者
に
優

し
く
、子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
安
心
し
て
住
み

よ
い
街
を
目
指
し
ま
す
。

②
各
事
業
部
・
団
体
の
皆
様
の
団
結
力
と
行
動

力
は
大
所
帯
の
あ
ら
ゆ
る
イ
ベン
ト
を
通
じ
発

揮
さ
れ
、自
治
会
を
盛
り
上
げ
る
創
意
工
夫

と
努
力
に
感
謝
と
同
時
に
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

辻村　昌美さん

下

島

845世帯

①
地
域
の
絆
・
和
を
広
げ
る
た
め
、いつ
で
も
誰
で

も
公
民
館
に
集
い
笑
顔
で
対
話
で
き
る
サ
ロ
ン

化
。災
害
時
の
ご
近
所
同
士
の
安
全
確
認
方

法
の
確
立
。子
ど
も
た
ち
に
昔
の
良
き
行
事
の

伝
承（
ど
ん
ど
焼
、ふ
れ
太
鼓
）等
皆
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
実
施
し
た
い
。

②
地
域
一体
と
な
っ
た
小
学
生
通
学
路
の
安
全
見

守
り
活
動
で「
地
域
の
宝
」を
守
って
い
ま
す
。ま

た
、災
害
に
備
え
た
防
災
・
消
火
訓
練
実
施
に

よ
る
防
災
意
識
の
維
持
向
上
の
取
組
み
で
す
。

小川　周作さん

中
家
村

４７8世帯

①
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
治
会
活
動
へ
の
若
い

世
代
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
地
域
の
絆
を

深
め
、
日
常
生
活
や
災
害
時
に
も
一
致
協
力

し
合
え
る
体
制
を
構
築
し
、
安
心
、
安
全
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

②
世
帯
数
の
少
な
い
地
域
で
す
が
、
自
治
会
と

関
連
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
施
設
管
理
業
務
、

自
治
会
主
催
事
業
への
参
加
率
が
高
く
調
和

の
と
れ
た
生
き
生
き
と
し
た
自
治
会
で
す
。

井上　雅一さん

榎

本

１７３世帯１７３世帯

パ
レ
ッ
ト

　
ガ
ー
デ
ン

自治会長決まる！

①
町
内
で
高
齢
化
率
が一番
高
く
、
一世
帯
当
た

り
の
作
業
等
で
出
る
回
数
も
他
の
自
治
会
と

比
べ
て
多
い
た
め
、
組
織
の
見
直
し
と
会
員
の

負
担
軽
減
を
図
って
い
き
た
い
。

②
の
ど
か
な
田
園
風
景
と
せ
せ
ら
ぎ
の
音
。
高

齢
者
が
元
気
に
農
作
業
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
活
躍
し
、
要
介
護
認
定
率
が
町
内
で
三

番
目
に
低
い
自
治
会
で
す
。

石塚　利夫さん

岡

野

４７世帯

①
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
誰
も
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
円
中
と
全

員
参
加
で
更
に
充
実
し
た
自
治
会
を
目
指
し

た
い
。

②
各
専
門
部
が
積
極
的
に
運
営
を
行
い
、
活
動

が
大
変
活
発
で
あ
る
と
と
も
に
、
関
連
団
体

と
の
連
携
が
し
っ
か
り
と
れ
た
団
結
力
の
強
い

自
治
会
で
す
。

井上　義幸さん
①
自
治
会
活
動
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
、気
心

を
知
り
、本
当
に
困
っ
た
時
に
お
互
い
に
手
を

差
し
の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
自
治
会
に
し
た
い
。

②
自
治
会
の
活
動
が
、役
員
・
組
長
に
加
え
、第

二
長
生
会
・
婦
人
会
・
子
ど
も
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
等
多
く
の
人
た
ち
が
活
動
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

遠藤　保さん

下
延
沢

円

中

３７９世帯

①
誰
も
が
気
軽
に
自
治
会
活
動
に
参
加
し
、ふ

れ
あ
い
を
通
じ
地
域
住
民
の
輪
が
広
が
る
、明

る
く
元
気
な
自
治
会
に
し
て
い
き
た
い
。

②
自
治
会
館
の
北
側
に
広
が
る
田
園
風
景
、住

宅
地
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ
た
公
園
や
広

場
の
存
在
、居
住
環
境
に
優
れ
て
い
ま
す
。子

ど
も
た
ち
の
歓
声
に
自
治
会
の
活
気
の一端
を

感
じ
ま
す
。

大野　悟さん

上
延
沢

６43世帯

①
二
世
帯
、三
世
帯
同
居
の
多
い
地
域
特
性
を

生
か
し
、ふ
れ
あ
い
の
輪
と
絆
を
大
切
に
し
、

様
々
な
行
事
を
共
有
、親
し
み
の
あ
ふ
れ
る
自

治
会
を
目
指
し
ま
す
。

②
四
季
折
々
の
田
園
風
景
、歴
史
を
感
じ
る
瀬

戸
屋
敷
、き
れ
い
な
水
と
空
気
で
育
ま
れ
た
人

情
味
あ
ふ
れ
る
人
々
。あ
じ
さ
い
ま
つ
り
で
の

「
ふ
れ
あ
い
の
店
」出
店
、ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。

遠藤　好信さん

金
井
島

２４３世帯２４３世帯

　
開
成
町
に
あ
る
13
の
自
治
会
で
は
、
夏
祭
り
や
文
化
祭
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
環
境
美
化
の
ほ
か
、
災
害
に
備
え
た
自
主
防
災
組
織
の
運
営

や
防
災
訓
練
な
ど
、
様
々
な
地
域
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
町
の
目
指
す
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
治
会
に
加
入
さ
れ
、「
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
長
の
紹
介

　

平
成
27
・
28
年
度
の
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
自
治

会
長
は
、
町
か
ら
行
政
連
絡
員
に
委
嘱
さ
れ
、
町
と
町
民
の
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
を
担
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ま
た
、自
治
会
長
連
絡
協
議
会
・
行
政
連
絡
員
の
会
長
に
は
辻
村
昌
美
さ
ん
（
下

島
自
治
会
）、副
会
長
に
は
小
川
周
作
さ
ん
（
中
家
村
自
治
会
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

①
ど
ん
な
自
治
会
（
地
域
）
に
し
た
い
で
す
か
。

②
自
分
の
自
治
会
の
自
慢
、
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
こ
ろ
は
。

※

世
帯
数
は
４
月
１
日
現
在
の
自
治
会
会
員
世
帯
数

508世帯
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